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校長 上野 祐美子  

秋も一段と深まり落ち葉の舞い散る頃となりました。 

児童生徒総会、授業参観、新体力テスト、NAP LAN（G3,5,7,9）、宿泊学

習、交流学習(中学部)と、行事等が目白押しだった5月。加えて、ジャパンフェスティバル

への出演もあり、小学部・中学部とも慌ただしい日々でしたが、めあてを持ち、それに向か

ってそれぞれの場面でしっかりと前向きに取り組む子どもたちの姿がありました。 

さて、学校では６月の生活目標を｢心と身体をきたえよう｣として取り組んでいきます。6 

月下旬から持久走も始まります。子どもたちが健やかに成長していくためには、「適切な運動、

調和のとれた食事、十分な休養・睡眠」が大切です。「早寝・早起き・朝ごはん」など規則正し

い生活習慣はご家庭の協力なくしては進めていくことができません。ぜひ、ご協力をお願いいた

します。 
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宿泊学習(5/20～22) モーニントン半島 Golden Valleys Lodge 

 小学部では「step up ３つの｢あ｣～安全 安心 あいさつ～」をテー
マに、中学部では「相互扶助～団結 率先 信頼」をスローガン
に、カンガルーも現れる自然豊かなゴールデンバリイズロッジ
で宿泊学習を実施しました。 
 さまざまなアクティビティに挑戦し、夜のキャンプファイヤ
ーやレク大会をする中で、達成できたときの喜びや思うように
いかなかったときの悔しさを通して、仲間と協力することの大
切さに気づき、友への思いやりが育まれたように感じました。 
 小学部では、キャンプファイヤーの最後に皆で肩を組みなが
ら校歌を熱唱、ちょうどそのときに雲の切れ間から南十字星が
見え、感動的な夜になりました。中学部のレク大会のスタンツ
では、極秘練習の成果を発揮し大いに盛り上がり、こちらも忘
れられない夜になりました。 
 G6 や G9 のリーダーのもと、それぞれの学部が一つになり、
大きく成長した宿泊学習でした。 
 

   宿泊学習中メル校では･･･ 

 

 Japan Festival 
プレップからG3 までがプリンセスパークに出かけ

「青空ランチ」を行いました。G3 がリーダーとなり、グ
ループごとにお弁当を食べたりみんなでゲームをした
りして、低学年の輪を深めました。 

ロッジの敷地で 

車中で(中学部) 

5/17(日)に開催されたジャパン
フェスティバルに今年も出演しま
した。小学部は「がらぢう」を笑顔
で、中学部は自分たちで創りあげ
てきた「南中ソーラン」を勇壮な姿
で披露しました。本番もさることな
がら、練習の過程を振り返ると、
胸が熱くなりました。 
当日の送迎や応援を含め、各

ご家庭での励ましやサポート、本
当にありがとうございました。 

青空ランチ 

キャンプファイヤー(小学部) 

宿泊学習では、P～G3 の児童全員で｢いってらっし
ゃい！｣とバスを見送ってくれました。P～G2 の校外学
習出発の時には、中学部全員が門のところで花道を
作って見送ってくれました。心和むひとときでした。 

   いってらっしゃい!! 


